
JGP 京都大学ジャパンゲートウェイ構想

10年後を見据えた入試から大学院までの教育改革と国際化により
次世代のトップレベル研究者を世界に輩出

スーパーグローバルコース（国際共同教育・学位プログラム）

人文社会科学分野 医学生命分野 化学分野

数学分野

留学生受入

・高大接続型の新たな大学入試であ
る「特色入試」の開発と実施

・高大接続・入試センターの設置

大学院教育

・国際機関との連携を強化し、
グローバル人材の新たなキャリアパス
を構築する思修館等のリーディング
プログラム

海外派遣

他研究科・
学部からの

チャレンジ履修

入試改革

関係研究科・
専攻からの
副専攻履修

外国人教員の雇用

・連携大学との交流の推進や派遣・
受入留学生の支援等を行う海外拠点
の増設

・スーパージョン万プログラムによる
留学・派遣の拡大

・「国立大学改革強化推進補助金」
による外国人教員100名の雇用

・世界トップレベル研究者を「特別
招へい教授」として任用

学部・言語教育

・国際高等教育院附属国際学術言語
教育センター(i-ARRC)の開設による
英語教材の開発

・学部１回生を対象としたTOEFL-ITP
の実施による英語力の把握

・留学生の入学・生活支援を行う国際
教育アドミニストレーターの雇用

・世界から優秀な学生を集めるため
のMOOCs講座の配信

環境学分野 社会健康医学分野

本学が十分な国際競争力を持つ分野を擁する大学院に、各分野の世界トップレベル大学と連携して実施する国際共同教育プログラム「スーパーグロー

バルコース」を設置します。各分野のスーパーグローバルコースにおいては、パートナー大学との共同科目の開設、博士論文の共同指導・査読等の取組

を行うとともに、国際共同学位プログラム「ジョイント／ダブルディグリープログラム」の開発を進めます。

これによる大学院教育の国際化と、入試改革、外国人教員の雇用促進、留学生の受入れおよび学生の海外派遣の増加、英語による授業の増加等、大

学教育の様々な側面の国際化との相乗効果により、本学の研究・教育力の更なる強化を図り、世界で活躍する次世代のトップレベル研究者を輩出します。

構想の概要・目的

海外連携大学との相互交流により、国際共同研究・国際共著論文の比率を増加させ、
世界大学ランキングＴＯＰ１０へ

ジョイント／ダブルディグリープログラム（国際共同学位プログラム）の開発

共同科目の開設、博士論文の共同指導・査読 等

スーパーグローバルコース
（国際共同教育プログラム）
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JGP 京都大学ジャパンゲートウェイ構想

10年後を見据えた入試から大学院までの教育改革と国際化により
次世代のトップレベル研究者を世界に輩出

人文社会科学分野 医学生命分野

化学分野 数学分野

留学生受入

・高大接続型の新たな大学入試であ
る「特色入試」の開発と実施

大学院教育

・国際機関との連携を強化し、
グローバル人材の新たなキャリアパス
を構築する思修館等のリーディング
プログラム

海外派遣

ジョイント／ダブルディグリープログラム

スーパーグローバルコース（国際共同教育プログラム）

（国際共同学位プログラム）

他研究科・
学部からの

チャレンジ履修

世界トップレベル大学と大学間協定を締結

入試改革

関係研究科・
専攻からの
副専攻履修

外国人教員の雇用

・連携大学との交流の推進や派遣・
受入留学生の支援等を行う海外拠点
の増設

・スーパージョン万プログラムによる
留学・派遣の拡大

・「国立大学改革強化推進補助金」
による外国人教員100名の雇用

・世界トップレベル研究者を「特別
招へい教授」として任用

学部・言語教育

・国際高等教育院附属国際学術言語
教育センター(i-ARRC)の開設による
英語教材の開発

・学部１回生を対象としたTOEFL-ITP
の実施による英語力の把握

・留学生の入学・生活支援を行う国際
教育アドミニストレーターの雇用

・世界から優秀な学生を集めるため
のMOOCs講座の配信

環境学分野 社会健康医学分野

本学が十分な国際競争力を有する分野を中心に世界トップレベル大学と大学間協定を締結して、共同実施科目をコアカリキュラムとする

国際共同教育プログラム「スーパーグローバルコース」、国際共同学位プログラム「ジョイント／ダブルディグリープログラム」を実施します。

国際高等教育院における外国人教員100人の雇用計画を始めとする学部教育の国際化に加え、世界トップレベル大学との国際共同教

育・学位プログラム実施による大学院教育の国際化の相乗効果により、本学の研究・教育力の更なる強化を図り、世界で活躍する次世代

のトップレベル研究者を輩出します。

構想の概要・目的

海外連携大学との相互交流により、国際共同研究・国際共著論文の比率を増加させ、
世界大学ランキングＴＯＰ１０へ
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